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　角館西小学校、角館東小学校、西長野小
学校の３校統合による「仙北市立角館小学校」
新築工事の入札が９月１３日に行われ、瀧神・
金谷・小松特定建設工事共同企業体が落札。
契約金額は１７億３，１４５万円です。 
　新校舎は、平成２０年４月１日開校を予定して
います。 

工事の概要は次のとおりです。 
　建築面積 
　延床面積 
校舎　　１階 
 
        　　２階 
        　　３階 
体育館　１階 
　　　　２階 

４，６１７．２２㎡ 
７，９９３．１６㎡ 
２，６５１．３３㎡ 
４６４．１９㎡ 
２，０２７．４６㎡ 
１，５４４．０９㎡ 
１，０８５．５８㎡ 
２２０．５１㎡ 

職員室、教室、音楽室、保健室 
特別支援教育棟 
教室、コンピュータ室、図書室 
教室、家庭科室、理科室 
運動場、ステージ 
ホール、ギャラリー、会議室 

　少子高齢化と人口減少が進む中で、定住人口の確

保を図ります。 

〇若者やＵターン希望者の受け入れ体制の強化 

　雇用環境の整備や企業誘致の促進、求人求職情報
　の迅速な提供等、雇用の場の確保に努めます。 
〇子供を生み育てる環境の整備 

　子育て支援や保育体制の充実、地域医療ネットワー
　クの確立に努めます。 
〇団塊の世代（※6）の受け入れ 

　受け入れ体制の整備など具体的な検討を行います。 
（※6）団塊の世代 
　昭和２２～２４年頃の第一次ベビーブーム時代に生まれた世代。他世代に比
　較して人数が多いところからいう。 

　交流人口1千万人を目標に、交流人口の拡大を図り

ます。 

〇観光客数の拡大 

　観光誘客体制の整備や観光資源の掘り起こしに努
　めます。 
〇交通体系の整備 

　観光拠点を結ぶ道路網の整備や二次アクセス等の
　公共交通の利便性の充実を図ります。 
〇自然環境や観光資源の活用 

　グリーンツーリズム・エコツーリズムの推進や環境保護、
　景観の保全に努めます。 

　特色ある資源を活かし、観光産業と他産業の連携強化により、産業全般の振興を図ります。 

〇農林業との連携 

　農林産物や特産品のブランド化をめざし、付加価値の高い農林産物の生産や販路拡大に努めます。 

　地産地消の推進、地場産物を利用した特産品、加工食品の開発、都市と農村の交流促進に取り組みます。 

〇商工業との連携 

　中心市街地の活性化対策の推進、特産品の首都圏へのＰＲやインターネットの活用等による販路拡大に取り組みます。 

角館小学校完成予想図


